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JT2A 日本トラストテクノロジー協議会
活動報告

ー JNSA 2026年度活動報告会 ー

2026/07/23

API検討TF リーダー（有限会社ラング・エッジ） 宮地
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JT2Aとは

JT2A: 日本トラストテクノロジー協議会
http://www.jt2a.org/ 
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リモート署名/eシールの現在と未来 セミナー開催（2/19）

https://jnsa-eswg.connpass.com/event/382418/

■プログラム：

講演１： リモート署名/eシールガイドライン
発表： 小川 博久 （三菱総合研究所）

講演２： 認定認証業務におけるリモート署名実現について
発表： 新井 聡 （NTTビジネスソリューションズ）

講演３： 商業登記リモート署名の利用に向けて -実装方法解説-
発表： 宮地 直人 （デジタル庁 アイデンティティユニット）

リモート署名TF

API検討TF
CSC API

https://jnsa-eswg.connpass.com/event/382418/
https://jnsa-eswg.connpass.com/event/382418/
https://jnsa-eswg.connpass.com/event/382418/
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リモートeシールガイドライン（リモート署名TF）

⚫ リモートeシールサービスの基本的なセキュリティ要件である①全般セキュリティ対策、②署名活性

化モジュール、③署名値生成モジュールはリモート署名と同様。

⚫ リモートeシールの概要・解説を新たに発行するタイミングに合わせ、リモート署名ガイドラインの分

冊の構成を変更します（パートⅠを分割します）。

パートⅠ．リモート署名サービスに
おける全般的セキュリティ対策

リモート署名ガイドライン （第1版） リモート署名ガイドライン （第2版）

パートⅡ．署名活性化モジュール

パートⅢ．署名値生成モジュール

B. サービス事業者における
全般的セキュリティ対策編

C. 署名活性化モジュール編

D.  署名値生成モジュール編

A. 概要・解説編

リモートeシールガイドライン （第1版）

上記に B, C, D の差分説明を含む

A. 概要・解説編

新規作成

分割

参照
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NTT西日本株式会社
e-Probatio PSA サービス
税理士向けの電子証明書の発行と利用

法務省（デジタル庁）
商業登記リモート署名
商業登記電子証明書の発行と利用
※ 登記法人等の代表者向け証明書

リモート署名 普及期に（API検討TF）
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CSC：Cloud Signature Consortium

https://cloudsignatureconsortium.org/ 欧州のリモート署名仕様を国際的な
デファクト標準とすることを目指す団体。
仕様をISOへ提案すべく準備中。
OpenID Foundation とも連携中。
2025年4月からJNSAも会員となった。

現在85の法人や団体が参加中。
ブラジル・中国・フィリピン・スイスが新規
参加。非欧州からの参加が増加中。

リモート署名のAPIを検討して公開。
日本から認証局などへの連携APIの
提案を考えていたが、現在は後述する
EUDIW（ウォレット）での利用が
最優先とされているので様子見中。

EUDIWとリモート署名の連携は今後
日本市場へも影響が考えられるので
引き続きフォローして行く。

https://cloudsignatureconsortium.org/
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EUDIW と リモート署名（鍵をどこに置くか？）

QTSP/SSA
Server Singing 

Application

EUDIW

External WSCD
LoA: High

Remote WSCD
LoA: High

Local WSCD

Secure Internet with 2FA

(CSC API & OpenID4VC)

NFC
Bluetooth

HSM (QSCD) /
Cloud HSM

IC-card/
Token/SIM

Internal WSCD
LoA: High

TEE/SE/eSIM
(hardware base)

Native WSCD
LoA: Substantial

Keystore
(software base)

WI: Wallet Instance

Hybrid
WSCD

SCI
(Secure Cryptographic Interface)

ICカード（耐タンパ）対タンパ 対タンパOS内（艇安全性）

WSCD: Wallet Secure Cryptographic Device

低セキュリティ

Apple等非開示

常にICカードが必要 オフライン不可

組合せ
利用

重要になった

Internal API
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CSCイベント

2025-11-24/25
ENISA Trust Service & eID Forum / CA Day
前日にCSCメンバーが参加するメンバー会議を開催

JNSA/JT2Aとして日本のリモート署名について発表した。

CSCが毎年１回開催するセミナー
今年は南米コロンビアのボゴタで開催。
対面参加のみであり、今年は不参加。
来年はアジア開催の予定（国未定）。
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